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外来受付時間・担当医師予定 ７/１～

日月 火 水 木 金
薛　陸景 直長康子

澤村一司

中尾友宣
渡部　亮
岩本康夫

武吉健児 沼田由紀夫

岩本康夫 富田　裕

土
長谷川朝穂　御供正明（第１・３週）
当番医（第2・4週）

須山　聡（隔週）
（児童思春期）

【米沢駅前クリニック】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30
専門外来 予約制
午前9:00～11:30

日月 火 水 木 金
川合厚子（内科） 川合厚子（内科） 川合厚子（内科）

川合厚子（専門外来）

川合厚子（専門外来）
土

【トータルヘルスクリニック】
午前8:30～11:30
内科 予約制
午後2:30～4:00

日月 火 水 木 金
竹内幸宏　遠藤雅俊
垂水良介（隔週）

長谷川朝穂　中尾友宣
遠藤雅俊

竹内幸宏
富田　裕

長谷川朝穂
御供正明

中尾友宣

富田　裕　遠藤雅俊
御供正明

中尾友宣
荒井亜佐美

竹内幸宏　御供正明
荒井亜佐美

御供正明（ストレス）

富田　裕
垂水良介（隔週） 長谷川朝穂

土
【米沢こころの病院】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

午前
8:30～11:30
午後
1:30～4:30

中尾友宣（もの忘れ） 長谷川朝穂（アルコール）

成重竜一郎（児童思春期） 相良雄一郎（睡眠）月１回竹内幸宏（ストレス）富田　裕（うつ）

遠藤雅俊
（不安症・パニック障害）

日月 火 水 木 金 土
佐藤忠宏　沼田由紀夫
直長康子 澤村一司　渡部　亮 武吉健児　直長康子 沼田由紀夫　文　鍾玉 澤村一司　渡部　亮

武吉健児 岩本康夫 薛　陸景 薛　陸景岩本康夫

武吉健児（ひきこもり）

沼田由紀夫（アルコール） 澤村一司（もの忘れ）

岩本康夫（依存症）

【佐藤病院】

午前8:30～11:30

午前
8:30～11:30
午後
2:00～4:00

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

齋藤卓弥（隔週）（児童思春期）
須山　聡（隔週）（児童思春期）
薛　陸景（食べ過ぎ・肥満）

澤村一司（ストレス）
渡部　亮（発達障害）

日月 火 水 木 金

阿部詔子　長澤浩樹 阿部　淳 日向正光
石田留生

田中　武
石井玄樹

日向正光
奥山有里子　阿部詔子

石井玄樹
永田真一
阿部　淳（第1・3・5週）
長澤浩樹

阿部詔子

成重竜一郎
（児童思春期）

成重竜一郎
（児童思春期）

田中　武
（依存症）

永田真一
（児童思春期）

日向正光（うつ）
成重竜一郎（児童思春期）

成重竜一郎
（児童思春期）

石井玄樹（児童思春期)
石田留生（児童思春期)

阿部詔子（もの忘れ）
永田真一（児童思春期）

土
田中　　武
当番医（第２・４週）

【若宮病院】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

午前
8:30～11:30
午後
1:30～4:30

奥山有里子　
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・愛のある医療
・良識に基づいた医療
・公正、公平な医療

・良質な医療の提供につとめます
・患者さま、利用者さま中心の医療を行います
・地域に立脚した医療を行います
・安全で安心と満足の得られる医療を提供します
・保健、医療、福祉の幅広い視点に立って健康を考えます

日本医療機能評価認定病院

佐 藤 病 院

佐藤病院
0238-40-3170㈹

若宮病院
023-643-8222㈹

米沢こころの病院
0238-27-0506㈹

※各施設担当医師については変更になる場合もありますのでご確認ください。
※診療及び、各種お手続等に関するご相談・お問い合わせは以下の各病院、医療福祉相談室で受付けいたします。



　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
と
は
、
一

般
企
業
へ
の
就
労
が
難
し
い
方
、
離
職
さ

れ
た
方
、
仕
事
に
不
安
が
あ
り
訓
練
し
た

い
方
等
へ
働
く
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

知
識
及
び
能
力
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓

練
（
作
業
）
を
支
援
し
ま
す
。
短
時
間
か

ら
の
利
用
も
可
能
で
利
用
さ
れ
る
方
そ
れ

ぞ
れ
に
あ
っ
た
支
援
を
行
う
非
雇
用
型
の

事
業
所
で
す
。

　

平
成
28
年
に
定
員
20
名
で
開
設
し
、
約

６
年
の
間
に
利
用
率
が
定
員
を
超
え
る
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
就
労
支
援
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

高
い
と
さ
れ
る
事
か
ら
、
利
用
者
様
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
こ
の
度
定
員
を

40
名
と
し
、
南
陽
市
に
あ
る
公
徳
会
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
、
若
宮
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
の
パ
ン
の
製
造
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
、
パ
ン
工
房
設
備
も
取
り
入
れ
る
事

と
な
り
ま
し
た
。
更
な
る
利
用
者
様
の
働

く
意
欲
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

起
工
式
が
６
月
８
日
に
執
り
行
わ
れ
、

開
設
時
期
は
11
月
１
日
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
の
北
側
隣
接
に
認

知
症
デ
イ
ケ
ア
を
新
設
す
べ
く
、
７
月
７

日
に
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

米
沢
地
区
で
は
現
在
米
沢
駅
前
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
認
知
症
デ
イ
ケ
ア
５
単
位
（
１

２
５
名
）
を
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
利
用

率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
為
、

拡
大
し
て
い
る
地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、

ま
た
米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
の
機
能
強
化
を

目
的
と
し
て
、
新
た
に
認
知
症
デ
イ
ケ
ア
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７
月
１
日
は
公
徳
会
の
創
立
記
念
日
で

あ
り
、
今
年
で
43
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
毎
年
、
創
立
記
念
式
典
と

と
も
に
永
年
勤
続
者
の
表
彰
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
本
年
も

永
年
勤
続
受
章
者
代
表
と
法
人
本
部
関
係

者
の
み
の
参
加
で
記
念
式
典
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

　

佐
藤
理
事
長
よ
り
43
周
年
を
迎
え
て
の

式
辞
と
受
賞
者
代
表
に
対
し
て
長
年
の
勤

務
へ
の
労
い
が
述
べ
ら
れ
、
併
せ
て
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
受
章
者
を

代
表
し
て
勤
続
40
年
を
迎
え
た
ド
ミ
ー
ル

南
陽 

看
護
介
護
科
勤
務
の
髙
橋
一
男
さ

ん
よ
り
御
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
の
受
章
者
は
勤
続
10
年
22
名
、
20
年
13

名
、
30
年
２
名
、
40
年
３
名
の
合
計
40
名

で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
が

多
岐
に
及
ん
で
い
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

公
徳
会
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
医
療
に
対
す

る
貢
献
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昭
和
54
年
７
月
に
佐
藤
神
経
科
内
科
医

院
と
し
て
５
人
の
職
員
と
共
に
医
院
を
開

設
し
て
か
ら
43
年
に
な
り
ま
す
。
昭
和
、

平
成
、
令
和
の
間
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
精
神
障
碍
者
が
一
人
で
も
多
く
地

域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
理
念
の

も
と
、
そ
の
目
的
に
む
け
て
職
員
の
皆
さ

ん
と
共
に
様
々
な
試
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
必
ず
し
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
事

も
あ
り
ま
し
た
が
ほ
ぼ
計
画
通
り
実
現
出

来
ま
し
た
。

　

今
後
も
病
院
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
、

特
に
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
人
口
構

造
、
疾
病
構
造
の
変
化
、
そ
れ
に
伴
う
治

療
形
態
の
変
化
等
に
即
応
し
、
耐
え
る
事

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
に
な
り
よ
う
や
く
今
後
持
続
可
能

な
形
の
運
営
が
出
来
そ
う
な
状
況
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
当
法
人
が
目
指
し
て
い
る

精
神
障
害
に
も
対
応
す
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
実
現
で
す
。
精
神
障
碍
者
が

地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
事
を
目

指
す
事
で
す
。
そ
の
基
盤
に
な
る
の
は
こ

れ
ま
で
、
私
ど
も
が
作
り
上
げ
て
き
た
医

療
、
障
害
福
祉
、
介
護
、
の
資
源
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
源
を
生
か
し
、
連
携
を
よ
り

密
に
し
て
い
く
事
で
目
標
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
で
す
。

　

世
の
中
は
い
つ
に
な
く
厳
し
い
状
況
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
は
し
ば

ら
く
続
く
と
思
い
ま
す
。
仕
事
に
お
い
て

も
、
個
人
的
に
も
周
り
に
振
り
回
さ
れ
ず
、

じ
っ
く
り
構
え
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
日
は
、
創
立
43
周
年
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
良
き
日
に

永
年
勤
続
表
彰
を
頂
き
ま
し
て
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
身
に
余
る
光
栄

に
た
だ
た
だ
感
激
す
る
ば
か
り
で
す
。
永

年
勤
続
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
一
言
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
を
含
め
40
年
勤
続
者
は
、
偶
然
に
も

昭
和
57
年
３
月
宮
内
高
校
卒
業
生
で
す
。

理
事
長
先
生
と
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
ご

縁
が
あ
り
、
高
校
卒
業
と
共
に
お
声
を
か

け
て
頂
き
、
入
職
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

大
工
様
の
よ
う
に
、
家
を
建
て
た
と
い

う
功
績
が
は
っ
き
り
目
に
見
え
る
仕
事
で

も
な
く
、
40
年
間
何
を
し
て
き
た
の
だ
ろ

う
と
時
々
思
い
ま
す
が
、
患
者
様
が
良
く

な
ら
れ
た
時
や
、
今
で
も
デ
イ
ケ
ア
の
利

用
者
様
か
ら
お
声
を
か
け
て
頂
く
こ
と
も

あ
り
、
嬉
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

５
年
前
に
は
介
護
施
設
へ
異
動
と
な
り
、

ま
た
医
療
と
は
違
っ
た
現
場
で
、
医
療
と

福
祉
の
違
い
を
感
じ
、
新
し
い
刺
激
を
受

け
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

人
生
い
ろ
い
ろ
山
あ
り
谷
あ
り
で
、
理
事

長
先
生
に
は
唯
一
無
二
の
恩
師
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
入
職
か
ら
野
球
部
に
所
属
し
て
、

選
手
と
し
て
は
高
松
宮
杯
の
全
国
大
会
へ

の
出
場
や
、
67
国
体
の
三
つ
巴
の
県
予
選

で
の
決
戦
が
思
い
出
深
く
、
コ
ー
チ
と
し

て
は
政
府
管
掌
健
康
保
険
軟
式
野
球
全
国

大
会
、
大
阪
な
み
は
や
国
体
へ
の
出
場
等

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
あ
と
１
年
で
定
年
を
迎
え
ま
す
が
、

こ
の
表
彰
を
機
に
ま
た
新
鮮
な
気
持
ち
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　を

開
設
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。開
設
時

期
は
12
月
１
日
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ド
ミ
ー
ル
南
陽
入
所
施
設
の
一
部
転
移

と
施
設
基
準
の
変
更
及
び
移
設
を
下
記
の

よ
う
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

①
入
所
棟
（
40
名
）
を
現
在
の
佐
藤
病
院

　

外
来
棟
２
階
（
第
２
病
棟
）
へ
改
修
後

　

移
設
を
行
い
ま
す
。

②
デ
イ
ケ
ア
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
）
の
定
員

　

増
員
を
行
い
ま
す
。（
30
名
↓
40
名
）

③
生
活
シ
ョ
ー
ト
を
ド
ミ
ー
ル
南
陽
１
階

　

入
所
棟
へ
移
設
。（
定
員
32
名
↓
19
名
）

　

事
業
再
編
に
よ
り
、
ド
ミ
ー
ル
南
陽
で

の
入
所
者
さ
ま
、
利
用
者
さ
ま
へ
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
機
能
強
化
、
他
部
門
と
の
連

携
強
化
を
目
的
と
し
た
計
画
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

①
の
開
設
時
期
は
10
月
１
日
、
②
③
は

12
月
１
日
開
始
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

公
徳
会
創
立
43
周
年
記
念
式
典

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院

認
知
症
デ
イ
ケ
ア
施
設
整
備
事
業

米
沢
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

増
設
事
業

ド
ミ
ー
ル
南
陽
再
編
計
画

理
事
長
挨
拶

受
章
者
代
表

特集

令和４年度
事業所の増設、再編について
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就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
と
は
、
一

般
企
業
へ
の
就
労
が
難
し
い
方
、
離
職
さ

れ
た
方
、
仕
事
に
不
安
が
あ
り
訓
練
し
た

い
方
等
へ
働
く
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

知
識
及
び
能
力
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓

練
（
作
業
）
を
支
援
し
ま
す
。
短
時
間
か

ら
の
利
用
も
可
能
で
利
用
さ
れ
る
方
そ
れ

ぞ
れ
に
あ
っ
た
支
援
を
行
う
非
雇
用
型
の

事
業
所
で
す
。

　

平
成
28
年
に
定
員
20
名
で
開
設
し
、
約

６
年
の
間
に
利
用
率
が
定
員
を
超
え
る
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
就
労
支
援
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

高
い
と
さ
れ
る
事
か
ら
、
利
用
者
様
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
こ
の
度
定
員
を

40
名
と
し
、
南
陽
市
に
あ
る
公
徳
会
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
、
若
宮
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
の
パ
ン
の
製
造
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
、
パ
ン
工
房
設
備
も
取
り
入
れ
る
事

と
な
り
ま
し
た
。
更
な
る
利
用
者
様
の
働

く
意
欲
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

起
工
式
が
６
月
８
日
に
執
り
行
わ
れ
、

開
設
時
期
は
11
月
１
日
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
の
北
側
隣
接
に
認

知
症
デ
イ
ケ
ア
を
新
設
す
べ
く
、
７
月
７

日
に
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

米
沢
地
区
で
は
現
在
米
沢
駅
前
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
認
知
症
デ
イ
ケ
ア
５
単
位
（
１

２
５
名
）
を
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
利
用

率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
為
、

拡
大
し
て
い
る
地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、

ま
た
米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
の
機
能
強
化
を

目
的
と
し
て
、
新
た
に
認
知
症
デ
イ
ケ
ア
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７
月
１
日
は
公
徳
会
の
創
立
記
念
日
で

あ
り
、
今
年
で
43
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
毎
年
、
創
立
記
念
式
典
と

と
も
に
永
年
勤
続
者
の
表
彰
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
本
年
も

永
年
勤
続
受
章
者
代
表
と
法
人
本
部
関
係

者
の
み
の
参
加
で
記
念
式
典
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

　

佐
藤
理
事
長
よ
り
43
周
年
を
迎
え
て
の

式
辞
と
受
賞
者
代
表
に
対
し
て
長
年
の
勤

務
へ
の
労
い
が
述
べ
ら
れ
、
併
せ
て
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
受
章
者
を

代
表
し
て
勤
続
40
年
を
迎
え
た
ド
ミ
ー
ル

南
陽 

看
護
介
護
科
勤
務
の
髙
橋
一
男
さ

ん
よ
り
御
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
の
受
章
者
は
勤
続
10
年
22
名
、
20
年
13

名
、
30
年
２
名
、
40
年
３
名
の
合
計
40
名

で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
が

多
岐
に
及
ん
で
い
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

公
徳
会
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
医
療
に
対
す

る
貢
献
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昭
和
54
年
７
月
に
佐
藤
神
経
科
内
科
医

院
と
し
て
５
人
の
職
員
と
共
に
医
院
を
開

設
し
て
か
ら
43
年
に
な
り
ま
す
。
昭
和
、

平
成
、
令
和
の
間
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
精
神
障
碍
者
が
一
人
で
も
多
く
地

域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
理
念
の

も
と
、
そ
の
目
的
に
む
け
て
職
員
の
皆
さ

ん
と
共
に
様
々
な
試
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
必
ず
し
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
事

も
あ
り
ま
し
た
が
ほ
ぼ
計
画
通
り
実
現
出

来
ま
し
た
。

　

今
後
も
病
院
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
、

特
に
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
人
口
構

造
、
疾
病
構
造
の
変
化
、
そ
れ
に
伴
う
治

療
形
態
の
変
化
等
に
即
応
し
、
耐
え
る
事

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
に
な
り
よ
う
や
く
今
後
持
続
可
能

な
形
の
運
営
が
出
来
そ
う
な
状
況
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
当
法
人
が
目
指
し
て
い
る

精
神
障
害
に
も
対
応
す
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
実
現
で
す
。
精
神
障
碍
者
が

地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
事
を
目

指
す
事
で
す
。
そ
の
基
盤
に
な
る
の
は
こ

れ
ま
で
、
私
ど
も
が
作
り
上
げ
て
き
た
医

療
、
障
害
福
祉
、
介
護
、
の
資
源
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
源
を
生
か
し
、
連
携
を
よ
り

密
に
し
て
い
く
事
で
目
標
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
で
す
。

　

世
の
中
は
い
つ
に
な
く
厳
し
い
状
況
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
は
し
ば

ら
く
続
く
と
思
い
ま
す
。
仕
事
に
お
い
て

も
、
個
人
的
に
も
周
り
に
振
り
回
さ
れ
ず
、

じ
っ
く
り
構
え
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
日
は
、
創
立
43
周
年
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
良
き
日
に

永
年
勤
続
表
彰
を
頂
き
ま
し
て
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
身
に
余
る
光
栄

に
た
だ
た
だ
感
激
す
る
ば
か
り
で
す
。
永

年
勤
続
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
一
言
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
を
含
め
40
年
勤
続
者
は
、
偶
然
に
も

昭
和
57
年
３
月
宮
内
高
校
卒
業
生
で
す
。

理
事
長
先
生
と
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
ご

縁
が
あ
り
、
高
校
卒
業
と
共
に
お
声
を
か

け
て
頂
き
、
入
職
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

大
工
様
の
よ
う
に
、
家
を
建
て
た
と
い

う
功
績
が
は
っ
き
り
目
に
見
え
る
仕
事
で

も
な
く
、
40
年
間
何
を
し
て
き
た
の
だ
ろ

う
と
時
々
思
い
ま
す
が
、
患
者
様
が
良
く

な
ら
れ
た
時
や
、
今
で
も
デ
イ
ケ
ア
の
利

用
者
様
か
ら
お
声
を
か
け
て
頂
く
こ
と
も

あ
り
、
嬉
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

５
年
前
に
は
介
護
施
設
へ
異
動
と
な
り
、

ま
た
医
療
と
は
違
っ
た
現
場
で
、
医
療
と

福
祉
の
違
い
を
感
じ
、
新
し
い
刺
激
を
受

け
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

人
生
い
ろ
い
ろ
山
あ
り
谷
あ
り
で
、
理
事

長
先
生
に
は
唯
一
無
二
の
恩
師
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
入
職
か
ら
野
球
部
に
所
属
し
て
、

選
手
と
し
て
は
高
松
宮
杯
の
全
国
大
会
へ

の
出
場
や
、
67
国
体
の
三
つ
巴
の
県
予
選

で
の
決
戦
が
思
い
出
深
く
、
コ
ー
チ
と
し

て
は
政
府
管
掌
健
康
保
険
軟
式
野
球
全
国

大
会
、
大
阪
な
み
は
や
国
体
へ
の
出
場
等

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
あ
と
１
年
で
定
年
を
迎
え
ま
す
が
、

こ
の
表
彰
を
機
に
ま
た
新
鮮
な
気
持
ち
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　を

開
設
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。開
設
時

期
は
12
月
１
日
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ド
ミ
ー
ル
南
陽
入
所
施
設
の
一
部
転
移

と
施
設
基
準
の
変
更
及
び
移
設
を
下
記
の

よ
う
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

①
入
所
棟
（
40
名
）
を
現
在
の
佐
藤
病
院

　

外
来
棟
２
階
（
第
２
病
棟
）
へ
改
修
後

　

移
設
を
行
い
ま
す
。

②
デ
イ
ケ
ア
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
）
の
定
員

　

増
員
を
行
い
ま
す
。（
30
名
↓
40
名
）

③
生
活
シ
ョ
ー
ト
を
ド
ミ
ー
ル
南
陽
１
階

　

入
所
棟
へ
移
設
。（
定
員
32
名
↓
19
名
）

　

事
業
再
編
に
よ
り
、
ド
ミ
ー
ル
南
陽
で

の
入
所
者
さ
ま
、
利
用
者
さ
ま
へ
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
機
能
強
化
、
他
部
門
と
の
連

携
強
化
を
目
的
と
し
た
計
画
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

①
の
開
設
時
期
は
10
月
１
日
、
②
③
は

12
月
１
日
開
始
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

公
徳
会
創
立
43
周
年
記
念
式
典

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院

認
知
症
デ
イ
ケ
ア
施
設
整
備
事
業

米
沢
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

増
設
事
業

ド
ミ
ー
ル
南
陽
再
編
計
画

理
事
長
挨
拶

受
章
者
代
表
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介
護
老
人
保
健
施
設
（
通
称〝
老
健
〞）

は
、
在
宅
支
援
・
在
宅
復
帰
の
た
め
の
地

域
拠
点
と
な
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
機
能
維
持
・
改
善
の
役
割
を
担

う
家
庭
と
病
院
と
の
中
間
的
な
施
設
で
す
。

医
療
・
看
護
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
栄
養
、
支
援
相
談
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
が
チ
ー
ム
で
利
用
者

様
の
生
活
を
支
え
、
状
態
や
目
標
に
あ
わ

せ
た
最
適
な
ケ
ア
を
提
供
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
高
齢
者
の
方
が
、
少
人
数
の

家
庭
的
な
環
境
の
中
で
、
共
同
で
生
活
で

き
る
住
居
で
す
。
食
事
・
入
浴
な
ど
の
日

常
生
活
面
の
介
護
支
援
の
他
、
利
用
者
と

ス
タ
ッ
フ
が
共
同
で
機
能
訓
練
と
し
て
食

事
の
準
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。
地
域
密
着

型
の
施
設
な
の
で
、
南
陽
市
に
お
住
い
の

方
で
要
支
援
２
か
ら
要
介
護
の
方
が
利
用

き
ま
す
。

　

施
設
の
ご
入
居
は
、
自
立
の
方
か
ら
要

支
援
・
要
介
護
の
方
が
対
象
と
な
り
、
四

季
折
々
の
彩
り
を
満
喫
い
た
だ
け
る
広
大

な
庭
園
や
赤
湯
温
泉
の
源
泉
風
呂
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

居
室
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ご
希
望
に
応

じ
て
選
べ
る
個
室
、
夫
婦
部
屋
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
。

　
「
公
徳
会
ほ
の
ぼ
の
居
宅
支
援
セ
ン

タ
ー
」「
公
徳
会
米
沢
居
宅
支
援
事
業

所
」
で
は
、
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
た
高

齢
者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
相
談
を

受
け
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
活

用
し
充
実
し
た
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

お
手
伝
い
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
認
定
前
で
も
介
護
保
険
全

般
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
、
気
軽
に

相
談
可
能
で
す
。
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
調
整
、

介
護
の
み
な
ら
ず
、
医
療
・
福
祉
な
ど
多

様
な
職
種
と
機
関
と
連
携
を
行
い
、
ト
ー

タ
ル
的
に
高
齢
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
施
設
に
入
所
せ
ず
、

昼
間
に
日
帰
り
で
利
用
で
き
る
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

は
３
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

外
出
機
会
を
作
り
他
者
と
の
交
流
を
図
る

　

身
体
を
動
か
す
こ
と
や
、
仲
間
が
で
き

る
社
交
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
気
分
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
、
引
き
こ
も
り
の

防
止
や
孤
独
の
解
消
、
ス
ト
レ
ス
の
軽
減

や
精
神
面
で
の
維
持
向
上
を
図
り
ま
す
。

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

　

通
所
い
た
だ
く
利
用
者
様
に
と
っ
て
は
、

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
や
す
く
サ
ー
ク
ル
活

動
の
よ
う
に
利
用
で
き
る
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。

家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る　

　

毎
日
介
護
を
行
っ
て
い
る
ご
家
族
の
負

担
を
軽
減
さ
せ
ま
す
。

　

自
宅
で
の
快
適
な
生
活
を
続
け
る
事
を

目
指
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
「
ド
ミ
ー
ル

特  集

精
神
科
に
お
け
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

施
設
、
居
住
サ
ー
ビ
ス

居
宅
介
護
支
援
、
相
談
業
務

介
護
老
人
保
健
施
設
ド
ミ
ー
ル
南
陽

入
所
（
南
陽
市
）

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

ヒ
ル
サ
イ
ド
羽
黒
（
南
陽
市
）

ほ
の
ぼ
の
居
宅
支
援
事
業
所

（
南
陽
市
、
米
沢
市
）

ま
と
め

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

ぬ
く
も
り
の
家
（
南
陽
市
）

　
前
号
よ
り
、
法
人
資
源
を
活
用
し
た
独
自
の
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
ご
紹
介
し
て
お
り
、

「
医
療
」「
福
祉
」
を
ご
紹
介
致
し
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
超
高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ
る
現
代
に

於
い
て
、
症
状
や
生
活
環
境
に
合
わ
せ
て
当
法
人

が
取
り
組
ん
で
い
る
「
介
護
」
部
門
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
施
設
も
佐
藤
病
院
や
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
連
携
し
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
み
な
ら
ず
、
多
様
な
人
材
や
機
関
と
の
連
携
を

強
化
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第２回

デ
イ
ケ
ア
」。
ご
家
族
の
冠
婚
葬
祭
や
介

護
疲
労
に
伴
う
レ
ス
パ
イ
ト
対
応
等
短

期
間
入
所
の
「
短
期
療
養
シ
ョ
ー
ト
・

短
期
生
活
シ
ョ
ー
ト
」
な
ど
自
宅
で
の

生
活
を
通
い
で
支
え
ま
す
。

　

介
護
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
の
自

宅
へ
お
伺
い
し
、
他
職
種
と
の
連
携
を

取
り
な
が
ら
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
共

に
、
家
族
の
よ
う
な
温
か
く
、
何
で
も

話
せ
る
、
そ
ん
な
信
頼
関
係
を
築
け
る

よ
う
真
心
を
こ
め
て
支
援
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

　

保
険
外
の
受
診
付
き
添
い
な
ど
も
有

償
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
行
っ
て
お
り
幅
広

い
範
囲
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ご
利
用
者
さ
ま
が
、
慣
れ
親
し
ん
だ

ご
自
宅
で
安
全
に
お
過
ご
し
で
き
る
よ

う
、
自
宅
で
介
護
を
す
る
上
で
利
用
者

さ
ま
本
人
や
ご
家
族
の
介
護
負
担
の
軽

減
が
で
き
る
よ
う
、
〝
お
客
様
の
視
点

で
考
え
る
〞
を
モ
ッ
ト
ー
に
『
生
活
の

た
め
の
住
環
境
整
備
の
お
手
伝
い
』
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、

手
す
り
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
色
々
な

形
状
の
据
え
置
き
式
手
す
り
や
、
住
宅

改
修
に
よ
る
壁
へ
の
手
す
り
の
取
り
付

け
等
、
方
法
や
選
択
肢
も
様
々
あ
り
ま

す
。
日
々
進
化
す
る
福
祉
用
具
の
提
案

を
通
し
て
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
べ
く
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
法
人
が
目
指
す
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
精
神
障
が
い
者
が

地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し
て
自
分
ら

し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医

療
・
障
害
福
祉
・
介
護
・
住
ま
い
・
社

会
参
加
・
地
域
の
助
け
合
い
・
教
育
が

包
括
的
に
確
保
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
こ

と
で
「
入
院
医
療
中
心
か
ら
、
地
域
生

活
中
心
へ
」の
理
念
を
支
え
る
も
の
で
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
「
入
院
医
療
中
心
か

ら
、
地
域
生
活
中
心
へ
」
と
変
化
し
て

い
く
中
で
、
法
人
内
資
源
だ
け
で
な
く
、

地
域
全
体
が
一
体
と
な
り
、
地
域
に
関

わ
る
全
て
の
方
が
よ
り
良
い
生
活
を
送

れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

在
宅
系
サ
ー
ビ
ス

ほ
の
ぼ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
南
陽
市
）

介
護
老
人
保
健
施
設
ド
ミ
ー
ル
南
陽

デ
イ
ケ
ア
・
短
期
入
所
（
南
陽
市
）

ほ
の
ぼ
の
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

訪
問
介
護
（
南
陽
市
）

ほ
の
ぼ
の
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル

（
南
陽
市
）

南陽市にある資源
米沢市にある資源
山形市にある資源

介護サービス包括型
日中サービス支援型

地域生活支援拠点
（生活・活動支援、相談支援）

コーディネーター

医　療

介　護

障がい福祉(介護)

・共同生活支援
　（グループホーム）

・特別養護老人ホーム

・介護医療院

・短期入所
認知症疾患医療センター

ケアマネージャー
居宅介護支援

訪問介護

訪問看護ステーション
・体験入所
・自立生活援助

認知症デイケア 精神科デイケア
外来

病院

入院（救急病棟）

・就労支援Ａ型・Ｂ型
・有料老人ホーム（介護付）

・認知対応型グループホーム

・老人保健施設

精神科での
地域包括ケアシステム
地域生活支援拠点を中心にして
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介
護
老
人
保
健
施
設
（
通
称〝
老
健
〞）

は
、
在
宅
支
援
・
在
宅
復
帰
の
た
め
の
地

域
拠
点
と
な
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
機
能
維
持
・
改
善
の
役
割
を
担

う
家
庭
と
病
院
と
の
中
間
的
な
施
設
で
す
。

医
療
・
看
護
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
栄
養
、
支
援
相
談
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
が
チ
ー
ム
で
利
用
者

様
の
生
活
を
支
え
、
状
態
や
目
標
に
あ
わ

せ
た
最
適
な
ケ
ア
を
提
供
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
高
齢
者
の
方
が
、
少
人
数
の

家
庭
的
な
環
境
の
中
で
、
共
同
で
生
活
で

き
る
住
居
で
す
。
食
事
・
入
浴
な
ど
の
日

常
生
活
面
の
介
護
支
援
の
他
、
利
用
者
と

ス
タ
ッ
フ
が
共
同
で
機
能
訓
練
と
し
て
食

事
の
準
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。
地
域
密
着

型
の
施
設
な
の
で
、
南
陽
市
に
お
住
い
の

方
で
要
支
援
２
か
ら
要
介
護
の
方
が
利
用

き
ま
す
。

　

施
設
の
ご
入
居
は
、
自
立
の
方
か
ら
要

支
援
・
要
介
護
の
方
が
対
象
と
な
り
、
四

季
折
々
の
彩
り
を
満
喫
い
た
だ
け
る
広
大

な
庭
園
や
赤
湯
温
泉
の
源
泉
風
呂
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

居
室
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ご
希
望
に
応

じ
て
選
べ
る
個
室
、
夫
婦
部
屋
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
。

　
「
公
徳
会
ほ
の
ぼ
の
居
宅
支
援
セ
ン

タ
ー
」「
公
徳
会
米
沢
居
宅
支
援
事
業

所
」
で
は
、
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
た
高

齢
者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
相
談
を

受
け
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
活

用
し
充
実
し
た
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

お
手
伝
い
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
認
定
前
で
も
介
護
保
険
全

般
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
、
気
軽
に

相
談
可
能
で
す
。
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
調
整
、

介
護
の
み
な
ら
ず
、
医
療
・
福
祉
な
ど
多

様
な
職
種
と
機
関
と
連
携
を
行
い
、
ト
ー

タ
ル
的
に
高
齢
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
施
設
に
入
所
せ
ず
、

昼
間
に
日
帰
り
で
利
用
で
き
る
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

は
３
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

外
出
機
会
を
作
り
他
者
と
の
交
流
を
図
る

　

身
体
を
動
か
す
こ
と
や
、
仲
間
が
で
き

る
社
交
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
気
分
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
、
引
き
こ
も
り
の

防
止
や
孤
独
の
解
消
、
ス
ト
レ
ス
の
軽
減

や
精
神
面
で
の
維
持
向
上
を
図
り
ま
す
。

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

　

通
所
い
た
だ
く
利
用
者
様
に
と
っ
て
は
、

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
や
す
く
サ
ー
ク
ル
活

動
の
よ
う
に
利
用
で
き
る
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。

家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る　

　

毎
日
介
護
を
行
っ
て
い
る
ご
家
族
の
負

担
を
軽
減
さ
せ
ま
す
。

　

自
宅
で
の
快
適
な
生
活
を
続
け
る
事
を

目
指
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
「
ド
ミ
ー
ル

特  集

精
神
科
に
お
け
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

施
設
、
居
住
サ
ー
ビ
ス

居
宅
介
護
支
援
、
相
談
業
務

介
護
老
人
保
健
施
設
ド
ミ
ー
ル
南
陽

入
所
（
南
陽
市
）

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

ヒ
ル
サ
イ
ド
羽
黒
（
南
陽
市
）

ほ
の
ぼ
の
居
宅
支
援
事
業
所

（
南
陽
市
、
米
沢
市
）

ま
と
め

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

ぬ
く
も
り
の
家
（
南
陽
市
）

　
前
号
よ
り
、
法
人
資
源
を
活
用
し
た
独
自
の
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
ご
紹
介
し
て
お
り
、

「
医
療
」「
福
祉
」
を
ご
紹
介
致
し
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
超
高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ
る
現
代
に

於
い
て
、
症
状
や
生
活
環
境
に
合
わ
せ
て
当
法
人

が
取
り
組
ん
で
い
る
「
介
護
」
部
門
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
施
設
も
佐
藤
病
院
や
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
連
携
し
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
み
な
ら
ず
、
多
様
な
人
材
や
機
関
と
の
連
携
を

強
化
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第２回

デ
イ
ケ
ア
」。
ご
家
族
の
冠
婚
葬
祭
や
介

護
疲
労
に
伴
う
レ
ス
パ
イ
ト
対
応
等
短

期
間
入
所
の
「
短
期
療
養
シ
ョ
ー
ト
・

短
期
生
活
シ
ョ
ー
ト
」
な
ど
自
宅
で
の

生
活
を
通
い
で
支
え
ま
す
。

　

介
護
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
の
自

宅
へ
お
伺
い
し
、
他
職
種
と
の
連
携
を

取
り
な
が
ら
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
共

に
、
家
族
の
よ
う
な
温
か
く
、
何
で
も

話
せ
る
、
そ
ん
な
信
頼
関
係
を
築
け
る

よ
う
真
心
を
こ
め
て
支
援
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

　

保
険
外
の
受
診
付
き
添
い
な
ど
も
有

償
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
行
っ
て
お
り
幅
広

い
範
囲
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ご
利
用
者
さ
ま
が
、
慣
れ
親
し
ん
だ

ご
自
宅
で
安
全
に
お
過
ご
し
で
き
る
よ

う
、
自
宅
で
介
護
を
す
る
上
で
利
用
者

さ
ま
本
人
や
ご
家
族
の
介
護
負
担
の
軽

減
が
で
き
る
よ
う
、
〝
お
客
様
の
視
点

で
考
え
る
〞
を
モ
ッ
ト
ー
に
『
生
活
の

た
め
の
住
環
境
整
備
の
お
手
伝
い
』
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、

手
す
り
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
色
々
な

形
状
の
据
え
置
き
式
手
す
り
や
、
住
宅

改
修
に
よ
る
壁
へ
の
手
す
り
の
取
り
付

け
等
、
方
法
や
選
択
肢
も
様
々
あ
り
ま

す
。
日
々
進
化
す
る
福
祉
用
具
の
提
案

を
通
し
て
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
べ
く
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
法
人
が
目
指
す
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
精
神
障
が
い
者
が

地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し
て
自
分
ら

し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医

療
・
障
害
福
祉
・
介
護
・
住
ま
い
・
社

会
参
加
・
地
域
の
助
け
合
い
・
教
育
が

包
括
的
に
確
保
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
こ

と
で
「
入
院
医
療
中
心
か
ら
、
地
域
生

活
中
心
へ
」の
理
念
を
支
え
る
も
の
で
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
「
入
院
医
療
中
心
か

ら
、
地
域
生
活
中
心
へ
」
と
変
化
し
て

い
く
中
で
、
法
人
内
資
源
だ
け
で
な
く
、

地
域
全
体
が
一
体
と
な
り
、
地
域
に
関

わ
る
全
て
の
方
が
よ
り
良
い
生
活
を
送

れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

在
宅
系
サ
ー
ビ
ス

ほ
の
ぼ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
南
陽
市
）

介
護
老
人
保
健
施
設
ド
ミ
ー
ル
南
陽

デ
イ
ケ
ア
・
短
期
入
所
（
南
陽
市
）

ほ
の
ぼ
の
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

訪
問
介
護
（
南
陽
市
）

ほ
の
ぼ
の
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル

（
南
陽
市
）

南陽市にある資源
米沢市にある資源
山形市にある資源

介護サービス包括型
日中サービス支援型

地域生活支援拠点
（生活・活動支援、相談支援）

コーディネーター

医　療

介　護

障がい福祉(介護)

・共同生活支援
　（グループホーム）

・特別養護老人ホーム

・介護医療院

・短期入所
認知症疾患医療センター

ケアマネージャー
居宅介護支援

訪問介護

訪問看護ステーション
・体験入所
・自立生活援助

認知症デイケア 精神科デイケア
外来

病院

入院（救急病棟）

・就労支援Ａ型・Ｂ型
・有料老人ホーム（介護付）

・認知対応型グループホーム

・老人保健施設

精神科での
地域包括ケアシステム
地域生活支援拠点を中心にして
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自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
は
、
子
ど
も
の

頃
に
そ
の
特
性
が
現
れ
ま
す
が
、
最
近
で

は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
気
づ
か
れ
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
問
題
な

く
過
ご
し
て
き
た
の
に
、
た
と
え
ば
就
職

し
て
責
任
の
あ
る
立
場
に
な
っ
た
時
、
な

ぜ
か
職
場
で
う
ま
く
い
か
ず
、
結
果
的
に

「
気
持
ち
が
落
ち
込
む
」、「
意
欲
が
な
く

な
る
」
な
ど
の
症
状
を
呈
し
て
精
神
科
を

訪
れ
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
主
要
な
特
性

と
し
て
、
①
社
会
性
の
障
害
、
②
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
達
の
障
害
、
③
想
像
力

の
障
害
、
④
限
ら
れ
た
興
味
や
関
心
、
行

動
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

精
神
科
の
外
来
で
は
、「
自
分
が
病
気

な
の
か
ど
う
か
知
り
た
い
」
と
い
う
訴
え

も
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
症
に
「
結
果
を
み
れ
ば
一
目
瞭
然
」

と
い
う
検
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。
診
断
の
基

本
は
、
い
ま
の
困
り
ご
と
や
小
さ
い
頃
の

様
子
な
ど
、
本
人
や
家
族
か
ら
詳
し
く
話

を
聞
く
こ
と
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
社
会
性

を
み
る
う
え
で
は
、
対
人
関
係
が
築
け
る

か
、
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
診
察
で

は
、「
友
だ
ち
は
多
い
で
す
か
」「
な
ん

で
も
話
せ
る
人
が
い
ま
す
か
」
と
い
う
類

の
質
問
を
し
ま
す
。

　

大
人
の
場
合
は
そ
れ
に
加
え
て
、
異
性

の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る
か
、
恋
愛
に
興
味

が
あ
る
か
、
と
い
う
の
も
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。
他
人
と
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と

を
好
ま
ず
、
一
人
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い

わ
け
で
す
が
、
な
か
に
は
、
自
分
は
仲
間

に
入
り
た
い
の
に
上
手
く
い
か
ず
、
い
つ

も
疎
外
感
を
抱
え
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
「
皮
肉
が
わ
か
る
か
、
冗
談
が
わ
か
る

か
」、
と
い
う
の
も
判
断
材
料
に
な
り
ま

す
。
相
手
は
冗
談
で
言
っ
た
の
に
、
あ
る

い
は
嫌
味
の
つ
も
り
で
言
っ
た
の
に
、
そ

れ
を
言
葉
通
り
に
捉
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
空
気
が
読
め
な
い
」「
場
違
い
な
こ

と
を
言
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
の
も
同
様

で
す
。
想
像
力
が
足
り
な
い
た
め
に
、
相

手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
た
り
、
そ
の

場
の
雰
囲
気
を
壊
さ
な
い
配
慮
を
し
た
り
、

と
い
う
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
思
っ
た
こ
と

を
そ
の
ま
ま
口
に
し
て
怒
ら
せ
て
し
ま
っ

て
も
、
本
人
は
、
何
故
相
手
が
急
に
不
機

嫌
に
な
っ
た
の
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
急
に
予
定
が
変
更
に
な
っ
た
時
、
う

ま
く
対
処
で
き
ま
す
か
」「
仕
事
の
手
順

は
い
つ
も
同
じ
で
な
い
と
気
が
す
ま
な
い

方
で
す
か
」
と
い
う
質
問
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
今
日
は
遊
園
地
は

や
め
て
映
画
に
行
こ
う
」
と
言
わ
れ
る
と
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
こ
と
に
は
驚

く
ほ
ど
の
集
中
力
を
発
揮
す
る
反
面
、
そ

れ
以
外
の
こ
と
に
は
無
関
心
、
ま
た
、
自

分
な
り
の
決
ま
り
ご
と
が
あ
っ
て
そ
れ
を

変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
だ

わ
り
の
強
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
性
は
、「
自
分
も
そ
う

だ
」
と
思
い
あ
た
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
問
題
に
な
る
の
は
、
そ

の
程
度
で
す
。

　

人
と
関
わ
る
の
が
苦
手
と
い
う
人
は
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
れ
が
極
端
に
強
く
、

仕
事
に
行
け
な
い
、
家
か
ら
出
ら
れ
な
い

な
ど
生
活
に
支
障
を
き
た
し
、
本
人
も
生

き
辛
さ
を
感
じ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は

職
場
や
学
校
、
家
庭
で
周
囲
の
人
間
が

困
っ
て
し
ま
う
場
合
に
、
治
療
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
誰
に
で
も
あ
り
得
る
こ
と
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が

普
通
の
範
囲
内
な
の

か
、
治
療
を
要
す
る

の
か
、
慎
重
に
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
人
の
発
達
障
害　
〜
第
２
回　

臨
床
現
場
で
の
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
〜

シリーズ 健 康

　
医
師
　
直
長
　
康
子

　

認
知
症
の
高
齢
者
が
少
人
数
で
共
同
生

活
を
し
な
が
ら
、
入
浴
、
排
泄
、
食
事
等

の
日
常
生
活
上
の
介
護
や
支
援
、
機
能
訓

練
が
受
け
ら
れ
る
施
設
で
す
。
地
域
密
着

型
の
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
為
、
南
陽
市

在
住
で
認
知
症
の
診
断
を
受
け
、
介
護
認

定
で
要
支
援
２
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

■
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
、
食
事

の
支
度
や
掃
除
、

洗
濯
、
畑
作
業
な

ど
の
日
常
生
活
行

為
を
一
緒
に
行
っ

て
い
ま
す
。
持
て

る
力
を
発
揮
し
て

頂
き
、
出
来
な
い

所
を
援
助
し
て
い
ま
す
。
役
割
を
持
つ
事

や
人
の
役
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
自
尊
心

が
保
た
れ
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活
や
心

の
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
併
設
医
療
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
健

康
に
留
意
し
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
担
当

職
員
よ
り
個
々
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
メ

ニ
ュ
ー
を
立
て
て
も
ら
い
、
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
音
楽
療
法
士
に
よ
る
歌

会
を
開
催
し
懐
か
し
い
歌
や
リ
ズ
ム
体
操

な
ど
も
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
デ
イ
ケ
ア

に
通
所
し
、
医
師
の
診
察
を
受
け
な
が
ら

様
々
な
活
動
を
行
い
、
は
つ
ら
つ
と
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
食
事
面
で
は
管
理
栄
養
士
よ
り
栄
養
面

で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
、
利
用
者

様
の
嗜
好
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
旬

の
食
材
を
取
り
入
れ
、
時
に
は
畑
で
採
れ

た
野
菜
を
使
い
、
季
節
感
の
あ
る
食
事
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
の
あ
る
中
、
出
前
レ

ク
や
七
夕
会
、
敬
老
会
、
節
分
な
ど
季
節

感
の
あ
る
楽
し
め
る
レ
ク
を
工
夫
し
提
供

し
て
い
ま
す

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
） 

ぬ
く
も
り
の
家

施 設 紹 介

認
知
症
対
応
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は
？

利
用
者
様
の
声

取
り
組
み

診
断
は
、
話
を
聞
く
こ
と
か
ら

空
気
が
読
め
な
い

こ
だ
わ
り
が
強
い

ど
こ
ま
で
が
普
通
か

友
人
が
い
な
い
、

　

異
性
に
興
味
が
な
い

■
職
員
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
る
食
事
が
と

て
も
美
味
し
い
の
で
毎
食
楽
し
み
で
す
。

■
職
員
さ
ん
が
み
ん
な
親
切
で
ず
っ
と
ぬ

く
も
り
の
家
で
お
世
話
に
な
り
た
い
で
す
。

御
家
族
様
の
声

■
入
居
者
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
っ
た
対

応
を
し
て
頂
い
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て

お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
職
員
の
方
が
親
身

に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
の
で
通

院
な
ど
の
相
談
も
し
や
す
く
助
か
っ
て
い

ま
す
。

■
デ
イ
ケ
ア
に
通
え
て
生
活
リ
ズ
ム
が

整
っ
て
い
て
在
宅
の
時
よ
り
心
身
共
に
健

や
か
に
な
っ
た
気
が
し
て
安
心
し
て
い
る
。
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自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
は
、
子
ど
も
の

頃
に
そ
の
特
性
が
現
れ
ま
す
が
、
最
近
で

は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
気
づ
か
れ
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
問
題
な

く
過
ご
し
て
き
た
の
に
、
た
と
え
ば
就
職

し
て
責
任
の
あ
る
立
場
に
な
っ
た
時
、
な

ぜ
か
職
場
で
う
ま
く
い
か
ず
、
結
果
的
に

「
気
持
ち
が
落
ち
込
む
」、「
意
欲
が
な
く

な
る
」
な
ど
の
症
状
を
呈
し
て
精
神
科
を

訪
れ
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
主
要
な
特
性

と
し
て
、
①
社
会
性
の
障
害
、
②
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
達
の
障
害
、
③
想
像
力

の
障
害
、
④
限
ら
れ
た
興
味
や
関
心
、
行

動
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

精
神
科
の
外
来
で
は
、「
自
分
が
病
気

な
の
か
ど
う
か
知
り
た
い
」
と
い
う
訴
え

も
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
症
に
「
結
果
を
み
れ
ば
一
目
瞭
然
」

と
い
う
検
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。
診
断
の
基

本
は
、
い
ま
の
困
り
ご
と
や
小
さ
い
頃
の

様
子
な
ど
、
本
人
や
家
族
か
ら
詳
し
く
話

を
聞
く
こ
と
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
社
会
性

を
み
る
う
え
で
は
、
対
人
関
係
が
築
け
る

か
、
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
診
察
で

は
、「
友
だ
ち
は
多
い
で
す
か
」「
な
ん

で
も
話
せ
る
人
が
い
ま
す
か
」
と
い
う
類

の
質
問
を
し
ま
す
。

　

大
人
の
場
合
は
そ
れ
に
加
え
て
、
異
性

の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る
か
、
恋
愛
に
興
味

が
あ
る
か
、
と
い
う
の
も
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。
他
人
と
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と

を
好
ま
ず
、
一
人
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い

わ
け
で
す
が
、
な
か
に
は
、
自
分
は
仲
間

に
入
り
た
い
の
に
上
手
く
い
か
ず
、
い
つ

も
疎
外
感
を
抱
え
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
「
皮
肉
が
わ
か
る
か
、
冗
談
が
わ
か
る

か
」、
と
い
う
の
も
判
断
材
料
に
な
り
ま

す
。
相
手
は
冗
談
で
言
っ
た
の
に
、
あ
る

い
は
嫌
味
の
つ
も
り
で
言
っ
た
の
に
、
そ

れ
を
言
葉
通
り
に
捉
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
空
気
が
読
め
な
い
」「
場
違
い
な
こ

と
を
言
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
の
も
同
様

で
す
。
想
像
力
が
足
り
な
い
た
め
に
、
相

手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
た
り
、
そ
の

場
の
雰
囲
気
を
壊
さ
な
い
配
慮
を
し
た
り
、

と
い
う
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
思
っ
た
こ
と

を
そ
の
ま
ま
口
に
し
て
怒
ら
せ
て
し
ま
っ

て
も
、
本
人
は
、
何
故
相
手
が
急
に
不
機

嫌
に
な
っ
た
の
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
急
に
予
定
が
変
更
に
な
っ
た
時
、
う

ま
く
対
処
で
き
ま
す
か
」「
仕
事
の
手
順

は
い
つ
も
同
じ
で
な
い
と
気
が
す
ま
な
い

方
で
す
か
」
と
い
う
質
問
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
今
日
は
遊
園
地
は

や
め
て
映
画
に
行
こ
う
」
と
言
わ
れ
る
と
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
こ
と
に
は
驚

く
ほ
ど
の
集
中
力
を
発
揮
す
る
反
面
、
そ

れ
以
外
の
こ
と
に
は
無
関
心
、
ま
た
、
自

分
な
り
の
決
ま
り
ご
と
が
あ
っ
て
そ
れ
を

変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
だ

わ
り
の
強
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
性
は
、「
自
分
も
そ
う

だ
」
と
思
い
あ
た
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
問
題
に
な
る
の
は
、
そ

の
程
度
で
す
。

　

人
と
関
わ
る
の
が
苦
手
と
い
う
人
は
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
れ
が
極
端
に
強
く
、

仕
事
に
行
け
な
い
、
家
か
ら
出
ら
れ
な
い

な
ど
生
活
に
支
障
を
き
た
し
、
本
人
も
生

き
辛
さ
を
感
じ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は

職
場
や
学
校
、
家
庭
で
周
囲
の
人
間
が

困
っ
て
し
ま
う
場
合
に
、
治
療
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
誰
に
で
も
あ
り
得
る
こ
と
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が

普
通
の
範
囲
内
な
の

か
、
治
療
を
要
す
る

の
か
、
慎
重
に
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
人
の
発
達
障
害　
〜
第
２
回　

臨
床
現
場
で
の
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
〜

シリーズ 健 康

　
医
師
　
直
長
　
康
子

　

認
知
症
の
高
齢
者
が
少
人
数
で
共
同
生

活
を
し
な
が
ら
、
入
浴
、
排
泄
、
食
事
等

の
日
常
生
活
上
の
介
護
や
支
援
、
機
能
訓

練
が
受
け
ら
れ
る
施
設
で
す
。
地
域
密
着

型
の
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
為
、
南
陽
市

在
住
で
認
知
症
の
診
断
を
受
け
、
介
護
認

定
で
要
支
援
２
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

■
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
、
食
事

の
支
度
や
掃
除
、

洗
濯
、
畑
作
業
な

ど
の
日
常
生
活
行

為
を
一
緒
に
行
っ

て
い
ま
す
。
持
て

る
力
を
発
揮
し
て

頂
き
、
出
来
な
い

所
を
援
助
し
て
い
ま
す
。
役
割
を
持
つ
事

や
人
の
役
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
自
尊
心

が
保
た
れ
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活
や
心

の
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
併
設
医
療
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
健

康
に
留
意
し
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
担
当

職
員
よ
り
個
々
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
メ

ニ
ュ
ー
を
立
て
て
も
ら
い
、
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
音
楽
療
法
士
に
よ
る
歌

会
を
開
催
し
懐
か
し
い
歌
や
リ
ズ
ム
体
操

な
ど
も
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
デ
イ
ケ
ア

に
通
所
し
、
医
師
の
診
察
を
受
け
な
が
ら

様
々
な
活
動
を
行
い
、
は
つ
ら
つ
と
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
食
事
面
で
は
管
理
栄
養
士
よ
り
栄
養
面

で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
、
利
用
者

様
の
嗜
好
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
旬

の
食
材
を
取
り
入
れ
、
時
に
は
畑
で
採
れ

た
野
菜
を
使
い
、
季
節
感
の
あ
る
食
事
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
の
あ
る
中
、
出
前
レ

ク
や
七
夕
会
、
敬
老
会
、
節
分
な
ど
季
節

感
の
あ
る
楽
し
め
る
レ
ク
を
工
夫
し
提
供

し
て
い
ま
す

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
） 

ぬ
く
も
り
の
家

施 設 紹 介

認
知
症
対
応
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は
？

利
用
者
様
の
声

取
り
組
み

診
断
は
、
話
を
聞
く
こ
と
か
ら

空
気
が
読
め
な
い

こ
だ
わ
り
が
強
い

ど
こ
ま
で
が
普
通
か

友
人
が
い
な
い
、

　

異
性
に
興
味
が
な
い

■
職
員
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
る
食
事
が
と

て
も
美
味
し
い
の
で
毎
食
楽
し
み
で
す
。

■
職
員
さ
ん
が
み
ん
な
親
切
で
ず
っ
と
ぬ

く
も
り
の
家
で
お
世
話
に
な
り
た
い
で
す
。

御
家
族
様
の
声

■
入
居
者
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
っ
た
対

応
を
し
て
頂
い
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て

お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
職
員
の
方
が
親
身

に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
の
で
通

院
な
ど
の
相
談
も
し
や
す
く
助
か
っ
て
い

ま
す
。

■
デ
イ
ケ
ア
に
通
え
て
生
活
リ
ズ
ム
が

整
っ
て
い
て
在
宅
の
時
よ
り
心
身
共
に
健

や
か
に
な
っ
た
気
が
し
て
安
心
し
て
い
る
。



公徳会佐藤病院野球部の活動報告

　

認
知
症
の
高
齢
者
が
少
人
数
で
共
同
生

活
を
し
な
が
ら
、
入
浴
、
排
泄
、
食
事
等

の
日
常
生
活
上
の
介
護
や
支
援
、
機
能
訓

練
が
受
け
ら
れ
る
施
設
で
す
。
地
域
密
着

型
の
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
為
、
南
陽
市

在
住
で
認
知
症
の
診
断
を
受
け
、
介
護
認

定
で
要
支
援
２
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

■
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
、
食
事

の
支
度
や
掃
除
、

洗
濯
、
畑
作
業
な

ど
の
日
常
生
活
行

為
を
一
緒
に
行
っ

て
い
ま
す
。
持
て

る
力
を
発
揮
し
て

頂
き
、
出
来
な
い

所
を
援
助
し
て
い
ま
す
。
役
割
を
持
つ
事

や
人
の
役
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
自
尊
心

が
保
た
れ
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活
や
心

の
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
併
設
医
療
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
健

康
に
留
意
し
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
担
当

職
員
よ
り
個
々
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
メ

ニ
ュ
ー
を
立
て
て
も
ら
い
、
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
音
楽
療
法
士
に
よ
る
歌

会
を
開
催
し
懐
か
し
い
歌
や
リ
ズ
ム
体
操

な
ど
も
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
デ
イ
ケ
ア

に
通
所
し
、
医
師
の
診
察
を
受
け
な
が
ら

様
々
な
活
動
を
行
い
、
は
つ
ら
つ
と
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
食
事
面
で
は
管
理
栄
養
士
よ
り
栄
養
面

で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
、
利
用
者

様
の
嗜
好
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
旬

の
食
材
を
取
り
入
れ
、
時
に
は
畑
で
採
れ

た
野
菜
を
使
い
、
季
節
感
の
あ
る
食
事
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
の
あ
る
中
、
出
前
レ

ク
や
七
夕
会
、
敬
老
会
、
節
分
な
ど
季
節

感
の
あ
る
楽
し
め
る
レ
ク
を
工
夫
し
提
供

し
て
い
ま
す

koutokuー08

　

み
な
さ
ん
、
梅
雨
と
い
え
ば
何
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
か
。

　

ど
ん
よ
り
と
し
た
雲
や
じ
め
じ
め
し
た

空
気
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
露
が
滴
る

紫
陽
花
や
雨
の
切
れ
間
に
見
え
る
虹
で

し
ょ
う
か
。
何
を
思
い
浮
か
べ
る
か
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
頭
に
浮
か
ん
で
き
た

こ
と
や
心
で
感
じ
る
も
の
、
表
現
方
法
も

様
々
で
ま
っ
た
く
同
じ
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
物
事
に
対
し
て
の

感
じ
方
や
考
え
方
が
違
う
こ
と
は
当
た
り

前
の
こ
と
な
の
で
す
。

　

そ
の
違
い
こ
そ
が
「
特
性
」
や
「
多
様

性
」
の
根
幹
で
あ
り
、
現
代
社
会
に
お
い

て
は
大
切
に
さ
れ
て
お
り
、
互
い
に
理

解
・
尊
重
し
あ
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
感
じ
方
や
考
え
方
を

「
正
解
」
or
「
不
正
解
」
と
二
極
化
し
て

し
ま
う
こ
と
は
や
り
す
ぎ
の
よ
う
に
思
え

ま
す
し
、
間
違
え
る
こ
と
が
な
い
と
い
う

人
も
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
感
じ
方
や
考
え

方
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
（
否
定
的
、
マ
イ
ナ

ス
）
思
考
だ
と
す
る
と
、
気
持
ち
が
不
安

定
に
な
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
落

ち
込
ん
だ
り
と
心
が
疲
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
自
身
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
考
が
、
さ

ら
に
苦
し
さ
を
引
き
出
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
苦
し
さ
は
ス
ト
レ
ス
の
問

題
を
よ
り
大
き
な
も
の
に
し
、
心
身
の
不

調
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
逆
に
気
持

ち
を
明
る
く
楽
に
す
る
の
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

（
肯
定
的
、
プ
ラ
ス
）
思
考
で
す
。
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
へ
思
考
を
切
り

替
え
る
こ
と
で
、
苦
し
さ
が
和
ら
ぎ
、
ス

ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
、
心
身
は
健
や
か
さ

を
取
り
戻
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
自
分
で
は
短
所
だ
と
思
っ
て

い
る
こ
と
で
も
人
か
ら
見
れ
ば
長
所
と
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
が
あ
っ
た
り
、

言
葉
は
う
ま
く
変
換
す
れ
ば
褒
め
言
葉
に

な
っ
た
り
も
し
ま
す
。（「
無
口
で
話
す

こ
と
が
苦
手
」
↓
「
寡
黙
だ
け
れ
ど
聞
き

上
手
」）
思
考
の
切
り
替
え
に
よ
り
自
身

の
行
動
へ
の
捉
え
方
や
認
識
に
も
変
化
が

生
ま
れ
ま
す
。（「
う
ま
く
話
が
で
き
な

か
っ
た
」
↓
「
相
手
の
話
を
し
っ
か
り
聞

く
こ
と
が
で
き
た
」）
そ
の
結
果
、
自
信

や
自
己
肯
定
感
が
引
き
出
さ
れ
、
気
持
ち

も
明
る
く
楽
に
な
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
自
分
の
中
で
変
換
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
他
の
人
に
助
け
を
求
め
る
前
に

自
己
改
善
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
セ
ル
フ
ケ
ア
は
、

心
理
療
法
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
認
知
行
動

療
法
」
の
技
法
に
通
じ
る
部
分
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
考
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
切
り
替
え
て
、
健
や
か
な
心
身

と
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い
け

る
日
常
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

　

最
後
に
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
の
ク

セ
や
こ
だ
わ
り
を
少
な
か
ら
ず
持
っ
て
お

り
、
発
達
に
偏
り
が
あ
る
人
に
限
ら
ず
、

そ
の
「
特
性
」
の
た
め
に
生
き
に
く
さ
を

抱
え
て
い
る
人
は
意
外
に
も
多
い
も
の
で

す
。
多
様
性
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
現
代

だ
か
ら
こ
そ
、
特
性
を
「
修
正
」
す
る
の

で
は
な
く
前
向
き
に
「
変
換
」
す
る
こ
と

が
問
題
解
決
の
糸
口
と
な
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
最
初
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
変

換
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

言
葉
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
に
言
い
換
え

て
く
れ
る
辞
典
」（
そ
う
い
っ
た
ア
プ
リ

が
実
際
に
あ
る
の
で
す
！
）
な
ど
を
活
用

し
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
か
ら
大
暑
を
迎
え
ま
す
。
一
年
の

中
で
最
も
暑
い
日
々
に
つ
い
て
あ
な
た
は

何
を
思
い
浮
か
べ
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を

選
び
ま
す
か
。
こ
の
夏
を
い
か
に
明
る
く

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
あ
な
た
次

第
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

思
考
を
変
換
し
て
前
向
き
に

　
　
　

〜
日
々
を
明
る
く
過
ご
す
た
め
の
セ
ル
フ
ケ
ア
〜

若
宮
病
院

公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士

柴
崎 

哲

09ーkoutoku

シリーズ 心 理 師公認

　日頃より公徳会佐藤病院野球部の活動にご声援いただきまして
心より感謝申し上げます。
　令和４年度の最初の大会である山形県軟式野球クラス別選手権
大会（Aクラス）が米沢市にて開催されました。公式戦初戦とい
うことで、試合前は緊張も見られ、序盤から苦しい試合展開とな

りましたが、ベテラン勢の粘り強さ、若手選手の全力プレーで大会10連覇を達成することができました。
　７月には第77回国民体育大会兼第49回東北総合体育大会山形県予選会に出場し、大会９連覇を達成し、
８月20日から青森県にて開催される第49回東北総合体育大会への出場権を獲得致しました。第77回国民体
育大会いちご一会とちぎ国体の出場権をかけて、更に精進して参りますので応援宜しくお願い致します。

令和４年度大会日程

令和4年5月28日㈯ 第38回山形県軟式野球クラス別選手権大会（Aクラス）※3チーム総当たり
〈第1試合〉

チーム名 １ 2 3 4 5 6 7 8 9 計
0 1 0 0 1 0 0 0 0 2
0 0 0 0 0 3 0 2 × 5公徳会佐藤病院

ビーチボーイズ

令和4年7月2日㈯ 第77回国民体育大会兼第49回東北総合体育大会山形県予選会

令和4年7月3日㈰

〈1回戦　10時00分～〉大会規定により10回よりタイブレーク（無死1塁2塁）
チーム名 １

0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
1
0

6
2
2

7
0
0

8
0
1

9
0
0

計
8
5

10
5
2RBC

公徳会佐藤病院

〈準決勝　8時53分～〉大会規定により7回7点差コールド
チーム名 １ 2 3 4 5 6 7 計

0 0 4 2 2 0 2 10
0 0 0 1 0 0 0 1キングドルフィン

公徳会佐藤病院

〈決勝戦〉
チーム名 １ 2 3 4 5 6 7 8 9 計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 2 0 0 2 0 0 0 0 4公徳会佐藤病院

ビーチボーイズ

〈第2試合〉大会規定により7回7点差コールド
チーム名 １ 2 3 4 5 6 7 計

0 2 3 5 0 0 2 12
0 0 0 0 0 0 4 4キングドルフィン

公徳会佐藤病院

●天皇賜杯山形県予選会（酒田）
●東北総合体育大会（青森）
●天皇賜杯全日本軟式野球大会（佐賀）
●国民体育大会（栃木）
●東北会長旗争奪軟式野球大会（山形）
●水戸市長旗東日本大会（茨城）
●ジャパンメディカルリーグ（関東）

７月30～31日
８月20～21日
９月16～21日
10月７～10日
10月22～23日
11月11～15日
１月26～27日



公徳会佐藤病院野球部の活動報告

　

認
知
症
の
高
齢
者
が
少
人
数
で
共
同
生

活
を
し
な
が
ら
、
入
浴
、
排
泄
、
食
事
等

の
日
常
生
活
上
の
介
護
や
支
援
、
機
能
訓

練
が
受
け
ら
れ
る
施
設
で
す
。
地
域
密
着

型
の
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
為
、
南
陽
市

在
住
で
認
知
症
の
診
断
を
受
け
、
介
護
認

定
で
要
支
援
２
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

■
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
、
食
事

の
支
度
や
掃
除
、

洗
濯
、
畑
作
業
な

ど
の
日
常
生
活
行

為
を
一
緒
に
行
っ

て
い
ま
す
。
持
て

る
力
を
発
揮
し
て

頂
き
、
出
来
な
い

所
を
援
助
し
て
い
ま
す
。
役
割
を
持
つ
事

や
人
の
役
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
自
尊
心

が
保
た
れ
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活
や
心

の
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
併
設
医
療
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
健

康
に
留
意
し
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
担
当

職
員
よ
り
個
々
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
メ

ニ
ュ
ー
を
立
て
て
も
ら
い
、
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
音
楽
療
法
士
に
よ
る
歌

会
を
開
催
し
懐
か
し
い
歌
や
リ
ズ
ム
体
操

な
ど
も
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
デ
イ
ケ
ア

に
通
所
し
、
医
師
の
診
察
を
受
け
な
が
ら

様
々
な
活
動
を
行
い
、
は
つ
ら
つ
と
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
食
事
面
で
は
管
理
栄
養
士
よ
り
栄
養
面

で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
、
利
用
者

様
の
嗜
好
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
旬

の
食
材
を
取
り
入
れ
、
時
に
は
畑
で
採
れ

た
野
菜
を
使
い
、
季
節
感
の
あ
る
食
事
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
の
あ
る
中
、
出
前
レ

ク
や
七
夕
会
、
敬
老
会
、
節
分
な
ど
季
節

感
の
あ
る
楽
し
め
る
レ
ク
を
工
夫
し
提
供

し
て
い
ま
す

koutokuー08

　

み
な
さ
ん
、
梅
雨
と
い
え
ば
何
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
か
。

　

ど
ん
よ
り
と
し
た
雲
や
じ
め
じ
め
し
た

空
気
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
露
が
滴
る

紫
陽
花
や
雨
の
切
れ
間
に
見
え
る
虹
で

し
ょ
う
か
。
何
を
思
い
浮
か
べ
る
か
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
頭
に
浮
か
ん
で
き
た

こ
と
や
心
で
感
じ
る
も
の
、
表
現
方
法
も

様
々
で
ま
っ
た
く
同
じ
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
物
事
に
対
し
て
の

感
じ
方
や
考
え
方
が
違
う
こ
と
は
当
た
り

前
の
こ
と
な
の
で
す
。

　

そ
の
違
い
こ
そ
が
「
特
性
」
や
「
多
様

性
」
の
根
幹
で
あ
り
、
現
代
社
会
に
お
い

て
は
大
切
に
さ
れ
て
お
り
、
互
い
に
理

解
・
尊
重
し
あ
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
感
じ
方
や
考
え
方
を

「
正
解
」
or
「
不
正
解
」
と
二
極
化
し
て

し
ま
う
こ
と
は
や
り
す
ぎ
の
よ
う
に
思
え

ま
す
し
、
間
違
え
る
こ
と
が
な
い
と
い
う

人
も
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
感
じ
方
や
考
え

方
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
（
否
定
的
、
マ
イ
ナ

ス
）
思
考
だ
と
す
る
と
、
気
持
ち
が
不
安

定
に
な
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
落

ち
込
ん
だ
り
と
心
が
疲
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
自
身
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
考
が
、
さ

ら
に
苦
し
さ
を
引
き
出
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
苦
し
さ
は
ス
ト
レ
ス
の
問

題
を
よ
り
大
き
な
も
の
に
し
、
心
身
の
不

調
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
逆
に
気
持

ち
を
明
る
く
楽
に
す
る
の
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

（
肯
定
的
、
プ
ラ
ス
）
思
考
で
す
。
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
へ
思
考
を
切
り

替
え
る
こ
と
で
、
苦
し
さ
が
和
ら
ぎ
、
ス

ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
、
心
身
は
健
や
か
さ

を
取
り
戻
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
自
分
で
は
短
所
だ
と
思
っ
て

い
る
こ
と
で
も
人
か
ら
見
れ
ば
長
所
と
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
が
あ
っ
た
り
、

言
葉
は
う
ま
く
変
換
す
れ
ば
褒
め
言
葉
に

な
っ
た
り
も
し
ま
す
。（「
無
口
で
話
す

こ
と
が
苦
手
」
↓
「
寡
黙
だ
け
れ
ど
聞
き

上
手
」）
思
考
の
切
り
替
え
に
よ
り
自
身

の
行
動
へ
の
捉
え
方
や
認
識
に
も
変
化
が

生
ま
れ
ま
す
。（「
う
ま
く
話
が
で
き
な

か
っ
た
」
↓
「
相
手
の
話
を
し
っ
か
り
聞

く
こ
と
が
で
き
た
」）
そ
の
結
果
、
自
信

や
自
己
肯
定
感
が
引
き
出
さ
れ
、
気
持
ち

も
明
る
く
楽
に
な
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
自
分
の
中
で
変
換
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
他
の
人
に
助
け
を
求
め
る
前
に

自
己
改
善
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
セ
ル
フ
ケ
ア
は
、

心
理
療
法
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
認
知
行
動

療
法
」
の
技
法
に
通
じ
る
部
分
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
考
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
切
り
替
え
て
、
健
や
か
な
心
身

と
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い
け

る
日
常
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

　

最
後
に
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
の
ク

セ
や
こ
だ
わ
り
を
少
な
か
ら
ず
持
っ
て
お

り
、
発
達
に
偏
り
が
あ
る
人
に
限
ら
ず
、

そ
の
「
特
性
」
の
た
め
に
生
き
に
く
さ
を

抱
え
て
い
る
人
は
意
外
に
も
多
い
も
の
で

す
。
多
様
性
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
現
代

だ
か
ら
こ
そ
、
特
性
を
「
修
正
」
す
る
の

で
は
な
く
前
向
き
に
「
変
換
」
す
る
こ
と

が
問
題
解
決
の
糸
口
と
な
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
最
初
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
変

換
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

言
葉
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
に
言
い
換
え

て
く
れ
る
辞
典
」（
そ
う
い
っ
た
ア
プ
リ

が
実
際
に
あ
る
の
で
す
！
）
な
ど
を
活
用

し
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
か
ら
大
暑
を
迎
え
ま
す
。
一
年
の

中
で
最
も
暑
い
日
々
に
つ
い
て
あ
な
た
は

何
を
思
い
浮
か
べ
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を

選
び
ま
す
か
。
こ
の
夏
を
い
か
に
明
る
く

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
あ
な
た
次

第
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

思
考
を
変
換
し
て
前
向
き
に

　
　
　

〜
日
々
を
明
る
く
過
ご
す
た
め
の
セ
ル
フ
ケ
ア
〜

若
宮
病
院

公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士

柴
崎 

哲

09ーkoutoku

シリーズ 心 理 師公認

　日頃より公徳会佐藤病院野球部の活動にご声援いただきまして
心より感謝申し上げます。
　令和４年度の最初の大会である山形県軟式野球クラス別選手権
大会（Aクラス）が米沢市にて開催されました。公式戦初戦とい
うことで、試合前は緊張も見られ、序盤から苦しい試合展開とな

りましたが、ベテラン勢の粘り強さ、若手選手の全力プレーで大会10連覇を達成することができました。
　７月には第77回国民体育大会兼第49回東北総合体育大会山形県予選会に出場し、大会９連覇を達成し、
８月20日から青森県にて開催される第49回東北総合体育大会への出場権を獲得致しました。第77回国民体
育大会いちご一会とちぎ国体の出場権をかけて、更に精進して参りますので応援宜しくお願い致します。

令和４年度大会日程

令和4年5月28日㈯ 第38回山形県軟式野球クラス別選手権大会（Aクラス）※3チーム総当たり
〈第1試合〉

チーム名 １ 2 3 4 5 6 7 8 9 計
0 1 0 0 1 0 0 0 0 2
0 0 0 0 0 3 0 2 × 5公徳会佐藤病院

ビーチボーイズ

令和4年7月2日㈯ 第77回国民体育大会兼第49回東北総合体育大会山形県予選会

令和4年7月3日㈰

〈1回戦　10時00分～〉大会規定により10回よりタイブレーク（無死1塁2塁）
チーム名 １

0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
1
0

6
2
2

7
0
0

8
0
1

9
0
0

計
8
5

10
5
2RBC

公徳会佐藤病院

〈準決勝　8時53分～〉大会規定により7回7点差コールド
チーム名 １ 2 3 4 5 6 7 計

0 0 4 2 2 0 2 10
0 0 0 1 0 0 0 1キングドルフィン

公徳会佐藤病院

〈決勝戦〉
チーム名 １ 2 3 4 5 6 7 8 9 計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 2 0 0 2 0 0 0 0 4公徳会佐藤病院

ビーチボーイズ

〈第2試合〉大会規定により7回7点差コールド
チーム名 １ 2 3 4 5 6 7 計

0 2 3 5 0 0 2 12
0 0 0 0 0 0 4 4キングドルフィン

公徳会佐藤病院

●天皇賜杯山形県予選会（酒田）
●東北総合体育大会（青森）
●天皇賜杯全日本軟式野球大会（佐賀）
●国民体育大会（栃木）
●東北会長旗争奪軟式野球大会（山形）
●水戸市長旗東日本大会（茨城）
●ジャパンメディカルリーグ（関東）

７月30～31日
８月20～21日
９月16～21日
10月７～10日
10月22～23日
11月11～15日
１月26～27日
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５
月
よ
り
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
看
護

部
で
は
、
動
き
や
す
さ
を
意
識
し
て
、
看

護
師
、
看
護
助
手
と
も
に
シ
ン
プ
ル
か
つ

機
能
性
の
高
い
ス
ク
ラ
ブ
タ
イ
プ
に
変
更

し
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
色
も
看
護
師
は
ブ

ル
ー
グ
レ
イ
（
左
・
中
央
）
に
、
看
護
助

手
は
サ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
（
右
）
に
一
新
し

ま
し
た
。

　

公
徳
会
で
は
、
山
形
県
の
マ
イ

ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
参
加
し
て

お
り
、
活
動
の
一
環
と
し
て
花
壇
整

備
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
５

月
26
日
、
環
境
整
備
委
員
会
が
中
心

と
な
り
、
国
道
１
１
３
号
線
沿
い
の

Ｔ
字
路
に
あ
る
花
壇
に
植
栽
を
行
い

ま
し
た
。
10
月
の
シ
ー
ズ
ン
終
了
ま

で
、
職
員
が
交
代
で
手
入
れ
を
行
い
、

地
域
の
環
境
美
化
の
一
助
に
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

当
法
人
で
は
デ
イ
ケ
ア
を
中
心
と

し
、
利
用
者
様
の
送
迎
を
行
っ
て
い

ま
す
。
県
内
で
も
介
護
福
祉
事
業
所

の
送
迎
車
事
故
も
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
般
社
団
法

人　

日
本
福
祉
車
輛
協
会
か
ら
講
師

を
お
招
き
し
、
送
迎
職
員
を
対
象
に

講
義
並
び
に
車
輛
を
使
っ
て
の
講
習

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
今
後
も
安

全
運
転
に
心
が
け
、
利
用
者
さ
ま
が

安
心
し
て
当
法
人
施
設
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

11ーkoutoku

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
が

変
わ
り
ま
し
た

マ
イ
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー

植
栽
活
動

送
迎
員
向
け
講
習
会

　

ド
ミ
ー
ル
南
陽
厨
房
を
出
火
元
と
し

て
、
佐
藤
病
院
、
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
て
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
佐
藤
病
院
、
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
患
者
さ
ま
に
も
ご
協
力

頂
き
、
真
剣
に
訓
練
に
ご
参
加
頂
き
ま

し
た
。
有
事
の
際
に
備
え
、
患
者
さ
ま
、

利
用
者
さ
ま
を
安
全
に
避
難
さ
せ
る
為

に
も
、
日
々
災
害
対
策
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

News & Topix

News

Topix
&避

難
訓
練

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新型コロナウイルスの感染状況が落ち着きを見

せる中ではありますが、医療・介護・福祉を担う当法人としては、密集が予想されるイベントは控

えるべきという判断のもと、公徳会夏祭りを中止と判断させて頂きました。本来であれば職員によ

る出店や2000発の花火で地域の方々への感謝の意味も含め開催していただけに、開催できない事は

誠に残念ですが、ご理解願います。

公徳会夏祭り中止のお知らせ

診療情報 令和４年度

【佐藤病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数114床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

４月 ５月 ６月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

71.4

10

110.6

22

4

25

121.8

72.0

73.9

8

110.7

29

1

29

118.1

70.3

66.7

9

111.9

25

0

26

118.2

70.4

70.7

9

111.1

25.3

1.7

26.7

119.4

70.9

【米沢こころの病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数120床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

４月 ５月 ６月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

81.1

14

103.3

31

1

30

98.4

69.2

84.3

13

104.3

26

2

26

89.0

61.0

78.6

8

107.3

30

2

33

92.7

63.0

81.2

11.7

105

29

1.7

29.7

93.3

64.4

【若宮病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数113床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

４月 ５月 ６月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

88.7

7

103.6

19

2

26

125.3

69.1

94.6

16

101.7

32

1

22

111.4

59.9

86.3

15

109.7

31

2

31

118.7

65.9

89.9

17

105

27.3

1.7

26.3

118.5

65.0

表紙写真

「夏色に咲き揃う」

（紅花）

撮影／渡部俊一氏
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ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
て
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
佐
藤
病
院
、
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
患
者
さ
ま
に
も
ご
協
力

頂
き
、
真
剣
に
訓
練
に
ご
参
加
頂
き
ま

し
た
。
有
事
の
際
に
備
え
、
患
者
さ
ま
、

利
用
者
さ
ま
を
安
全
に
避
難
さ
せ
る
為

に
も
、
日
々
災
害
対
策
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

News & Topix

News

Topix
&避

難
訓
練

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新型コロナウイルスの感染状況が落ち着きを見

せる中ではありますが、医療・介護・福祉を担う当法人としては、密集が予想されるイベントは控

えるべきという判断のもと、公徳会夏祭りを中止と判断させて頂きました。本来であれば職員によ

る出店や2000発の花火で地域の方々への感謝の意味も含め開催していただけに、開催できない事は

誠に残念ですが、ご理解願います。

公徳会夏祭り中止のお知らせ

診療情報 令和４年度

【佐藤病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数114床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

４月 ５月 ６月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

71.4

10

110.6

22

4

25

121.8

72.0

73.9

8

110.7

29

1

29

118.1

70.3

66.7

9

111.9

25

0

26

118.2

70.4

70.7

9

111.1

25.3

1.7

26.7

119.4

70.9

【米沢こころの病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数120床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

４月 ５月 ６月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

81.1

14

103.3

31

1

30

98.4

69.2

84.3

13

104.3

26

2

26

89.0

61.0

78.6

8

107.3

30

2

33

92.7

63.0

81.2

11.7

105

29

1.7

29.7

93.3

64.4

【若宮病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数113床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

４月 ５月 ６月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

88.7

7

103.6

19

2

26

125.3

69.1

94.6

16

101.7

32

1

22

111.4

59.9

86.3

15

109.7

31

2

31

118.7

65.9

89.9

17

105

27.3

1.7

26.3

118.5

65.0

表紙写真

「夏色に咲き揃う」

（紅花）

撮影／渡部俊一氏
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